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米国 有機農産物と慣行栽培品の価格差が縮小 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｏｒｔａｌ ２０２５年２月２０日 

有機農産物の生産者は通常、商品に対して慣行栽培品よりも高い対価を受け取る。これが有機農業に関

連するコストを賄うのに役立つ価格プレミアムである。しかし、米国農務省によると、リンゴやイチゴなどの主

要な有機果実の場合、こうしたプレミアムは２０１５年以降次第に減少している。 

２０２２年の食品価格のインフレは１９７９年以来最高となり、消費者は有機農産物と慣行栽培農産物の両方

で食品価格の上昇を経験した。有機栽培品と慣行栽培品の両方の価格が上昇する中で、慣行栽培品の価

格はより急激に上昇し、有機栽培品と慣行栽培品の価格差が縮小した。その結果、有機リンゴと有機イチゴ

の生産者達はプレミアムの縮小に直面し、より高い生産コストを正当化することが一層難しくなった。 

COVID-１９のパンデミックの間、有機農産物取引協会（ＯＴＡ）は、コストの上昇にもかかわらず、有機生産

者達がさらなる価格の引き上げを躊躇していることに注目した。この消極的な動きは、価格差が大きくなりす

ぎると、既に食品価格の高騰に直面している消費者が有機農産物から離れて行くかも知れないという懸念に

起因している。極最近も、プレミアムの減少傾向は続いている。サプライチェーンの混乱と消費者の購買習慣

の変化は価格競争をより激化させ、有機生産者が獲得できるプレミアムがさらに抑制されている。 

 

（参考） 米国農務省資料から図のみ抜粋 

 
 
 

主要有機農産物の価格プレミアム 

慣行栽培品に対するパーセンテージ 2015～2023年 

プレミアムのパーセンテージ 

ホウレンソウ リンゴ イチゴ 

注： 有機プレミアムは、ある品目の有機栽培品と慣行栽培品の価格差をいう。図は、農務省農業流通局がサンフランシス
コ市ターミナル市場で収集したイチゴ、ホウレンソウ、リンゴの有機プレミアムを、慣行栽培品の価格に対するパーセンテ
ージで示している。 

出典： 農務省農業流通局のデータに基づき同省経済調査局が作図 

経済調査局 
米国農務省 

https://www.freshfruitportal.com/news/2025/02/20/organic-price-premiums-for-apples-and-strawberries-shrinking/
https://www.freshfruitportal.com/news/2025/02/20/organic-price-premiums-for-apples-and-strawberries-shrinking/
https://www.freshfruitportal.com/news/2025/02/20/organic-price-premiums-for-apples-and-strawberries-shrinking/
https://www.ers.usda.gov/data-products/charts-of-note/chart-detail?chartId=110911
https://www.ers.usda.gov/data-products/charts-of-note/chart-detail?chartId=110911

